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図 1 提案手法概要図 











MPEG 符号化の際，P ピクチャの DCT 係数は I ピクチャと
の差分で算出されるため，エンコーダから情報を抜き出すだ
けで背景差分と同様の処理が行われた P ピクチャを抽出する
































































GOP の中でも I ピクチャから最も離れた P ピクチャのフレーム












できる．以下の図 3 に群集領域の抽出結果を示す． 
 
  





















































推定すると 69 ％，5 名幅だと 91 ％の精度が得られた． 
また，複数カメラが協調動作し，群集の追跡を行う手法とし
て，群集から抽出した特徴情報をソフトバイオメトリック情報と
して適用することを提案した．そして，群集の位置情報から連
続したフレーム間で群集が重なり合わない限り追跡か可能な
ことを確認した．さらに，群集が重なり合う場合でも他の情報と
組み合わせることで追跡が可能なことを示した． 
●今後の課題 
以上の結果をもとに今後検討すべき課題を示す． 
・画像の補正による精度への影響 
・影の精度への影響 
・量子化による群集の特徴情報抽出精度への影響 
